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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースとカバーとからなるハウジングと、
　前記カバーに押し下げ可能に取り付けられ、かつ、内向面から側方に突き出した操作腕
部の先端に操作体を有する少なくとも１つのプランジャと、
　前記プランジャの押し下げ操作で駆動する可動接触片と、
　前記可動接触片に設けた可動接点と、
　前記可動接点に接離可能に配置された固定接点と、を備える押しボタンスイッチであっ
て、
　前記可動接触片が、
　前記可動接点を設けた可動接点片と、
　前記可動接点片の両側にそれぞれ配置され、かつ、前記可動接点片と一体に回動するよ
うに連結された操作舌片と
を有し、
　一対の前記プランジャで一対の前記操作舌片をそれぞれ操作することにより、前記可動
接点が前記固定接点に接離されることを特徴とする押しボタンスイッチ。
【請求項２】
　前記可動接点片の両側の一方に前記操作舌片を配置した第１可動接触片と、前記第１可
動接触片との間を仕切る仮想面を中心として鏡像関係となるように形成した第２可動接触
片とを、前記ハウジング内でかつ前記可動接触片の両側に対称となるようにそれぞれ配置
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し、一対の前記プランジャで、前記第１可動接触片の前記操作舌片と前記第２可動接触片
の前記操作舌片とをそれぞれ操作することにより、前記第１可動接触片の第１可動接点と
前記第２可動接触片の第２可動接点とが、第１固定接点および第２固定接点にそれぞれ接
離されることを特徴とする請求項１に記載の押しボタンスイッチ。
【請求項３】
　前記操作体が、前記操作舌片の表面上を摺動する操作面を有することを特徴とする請求
項１または２に記載の押しボタンスイッチ。
【請求項４】
　前記可動接触片が略Ｕ字形状に屈曲していることを特徴とする請求項１ないし３のいず
れか１項に記載の押しボタンスイッチ。
【請求項５】
　前記操作舌片が、前記プランジャに向けて迫り出すように屈曲していることを特徴とす
る請求項１ないし４のいずれか１項に記載の押しボタンスイッチ。
【請求項６】
　前記プランジャの押圧部が、前記ハウジングの表面と面一であることを特徴とする請求
項１ないし５のいずれか１項に記載の押しボタンスイッチ。
【請求項７】
　一対の前記プランジャが、両者を仕切る仮想面を中心として鏡像関係となるように形成
されていることを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載の押しボタンスイッ
チ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は押しボタンスイッチ、特に、多種多様な操作ができる押しボタンスイッチに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、押しボタンスイッチとしては、例えば、ケースとケース中央付近に設けた固定接
点端子と該固定接点端子と接離する第１及び第２の可動接点板を持った第１及び第２のス
イッチがあり、該第１，第２のスイッチの間に前記固定接点端子と押えバネを介して、接
離する第３の可動接点板から成る第３のスイッチがあり、前記ケースの両端に、突出，没
入自在でかつ、第１，第２のスイッチを開閉する作動片（イ）と、第１，第２のスイッチ
をまたぐ様に、第３のスイッチの押えバネと接離する位置に配置されたオーバーハング状
の作動片（ロ）が一体に形成された、第１，第２の作動棹から成り、第１，第２の作動棹
がそれぞれ突出した時第１，第２のスイッチがそれぞれＯＮし第１，第２の作動棹がそれ
ぞれ没入した時第１，第２のスイッチがそれぞれＯＦＦし、かつ第１，第２の作動棹が両
方没入した時のみ第３のスイッチがＯＮすることを特徴とする冷凍冷蔵庫用ドアスイッチ
がある（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭６３－１４０２７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、近年、冷凍冷蔵庫は、その大容量化と小型化とを両立するだけでなく、
省エネの見地から断熱材の設置面積を確保できることが求められている。このため、冷凍
冷蔵庫用ドアの開閉検知に使用されるドアスイッチにも小型化が求められている。
　また、一般に、前記冷凍冷蔵庫用ドアではゴムパッキンが用いられているが、前記ゴム
パッキンの経年劣化を考慮すると、ドア開閉の検出位置から押し込み位置に達するまでに
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長い操作ストロークが必要とされている。
　特に、中級，高級機種の冷凍冷蔵庫で採用されている観音開きのドアに使用されるドア
スイッチには、両方のドアが閉められた時のみに可動接点が固定接点にＯＮとなるものが
ある（例えば、実開平０４－０９５２８８号公報）。このような冷凍冷蔵庫用スイッチで
は、可動接点を固定接点に所定の接点圧で接触させるために、プランジャを押し込み位置
まで押し込もうとすると、前記可動接点を駆動するプランジャに長い操作ストロークを必
要とし、ドアスイッチを小型化できないという問題点がある。
　本発明に係る課題は、前記問題点に鑑み、小型で操作ストロークの長い押しボタンスイ
ッチを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る押しボタンスイッチは、前記課題を解決すべく、ベースとカバーとからな
るハウジングと、前記カバーに押し下げ可能に取り付けられ、かつ、内向面から側方に突
き出した操作腕部の先端に操作体を有する少なくとも１つのプランジャと、前記プランジ
ャの押し下げ操作で駆動する可動接触片と、前記可動接触片に設けた可動接点と、前記可
動接点に接離可能に配置された固定接点と、からなる押しボタンスイッチであって、前記
可動接触片が、前記可動接点を設けた可動接点片と、前記可動接点片の少なくとも片側に
配置され、かつ、前記可動接点片と一体に回動するように連結された操作舌片とを有し、
前記プランジャの前記操作体で前記操作舌片を操作することにより、前記可動接点が固定
接点に接離される構成としてある。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、可動接触片に、可動接点片と操作舌片とを一体に回動するように形成
してあるので、数少ない部品点数で操作できる。このため、ハウジング内における内部構
成部品の占有スペースを減らすことができ、押しボタンスイッチを小型化できる。
　また、プランジャの内向面から側方に突き出した操作腕部で可動接触片の前記操作舌片
を操作し、接点を開閉できる。このため、押しボタンスイッチを大型化することなく、長
い操作ストロークを確保しつつ、前記操作腕部で前記可動接触片を操作できる。
【０００７】
　本発明の実施形態としては、前記可動接触片が、前記可動接点を設けた前記可動接点片
と、前記可動接点片の両側にそれぞれ配置され、かつ、一体に回動するように連結された
前記操作舌片と、を有し、一対の前記プランジャで一対の前記操作舌片をそれぞれ操作す
ることにより、前記可動接点が前記固定接点に接離される構成としてもよい。
　本実施形態によれば、前述の効果に加え、小型形状を維持したままで、２つの検出物を
１つの可動接点で検出できる押しボタンスイッチが得られる。
【０００８】
　本発明の他の実施形態としては、前記可動接点片の両側の一方に前記操作舌片を配置し
た第１可動接触片と、前記第１可動接触片との間を仕切る仮想面を中心として鏡像関係と
なるように形成した第２可動接触片とを、前記ハウジング内に対称となるように配置し、
一対の前記プランジャで、前記第１可動接触片の前記操作舌片と前記第２可動接触片の前
記操作舌片とをそれぞれ操作することにより、前記第１可動接触片の第１可動接点と前記
第２可動接触片の第２可動接点とが、第１固定接点および第２固定接点にそれぞれ接離さ
れる構成としてもよい。
　本実施形態によれば、前述の効果に加え、小型形状を維持したままで、２つの検出物を
個々に検出できる押しボタンスイッチが得られる。
【０００９】
　本発明の別の実施形態としては、前述の第３可動接触片の両側に、前述の第１，第２可
動接触片をそれぞれ配置してもよい。
　本実施形態によれば、小型形状を維持したままで、より多くの多種多様な検出パターン
を備えた押しボタンスイッチが得られる。
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【００１０】
　本発明の新たな実施形態としては、前記操作体が、前記操作舌片の表面上を円滑に摺動
する操作面を有していてもよい。
　本実施形態によれば、操作体を備えたプランジャによる操作が円滑になり、操作感触が
向上する。
【００１１】
　本発明の異なる実施形態としては、前記可動接触片を略Ｕ字形状に屈曲しておいてもよ
い。
　本実施形態によれば、前記可動接触片の支点間距離が長くなるので、応力に対する疲労
が少なくなり、耐久性が向上する。
【００１２】
　本発明の他の実施形態としては、前記操作舌片を、前記プランジャに向けて迫り出すよ
うに屈曲しておいてもよい。
　本実施形態によれば、前記プランジャの摺動操作が円滑になり、スムーズなスイッチ操
作が可能になる。
【００１３】
　本発明の別の実施形態としては、前記プランジャの押圧部が、前記ハウジングの表面と
面一であってもよい。
　本実施形態によれば、前記プランジャの押圧部が外部からの衝撃力で破損するおそれが
低減するとともに、デザイン性が向上する。
【００１４】
　本発明の異なる実施形態としては、一対の前記プランジャを、両者を仕切る仮想面を中
心として鏡像関係となるように形成しておいてもよい。
　本実施形態によれば、設計が容易になるとともに、多種多様の操作が可能な押しボタン
スイッチが得られる。
【００１５】
　本発明の新たな実施形態としては、一対の前記可動接触片を、両者を仕切る仮想面を中
心として鏡像関係となるように形成しておいてもよい。
　本実施形態によれば、設計が容易になるとともに、多種多様の操作が可能な押しボタン
スイッチが得られるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る押しボタンスイッチの第１実施形態を示す全体斜視図である。
【図２】図１で示した押しボタンスイッチの分解斜視図である。
【図３】図１で示した押しボタンスイッチを異なる角度から視た分解斜視図である。
【図４】図１で示した押しボタンスイッチの側面断面図である。
【図５】図４から第１，第２プランジャを消去した側面断面図である。
【図６】図５から共通固定接点端子を消去した側面断面図である。
【図７】図１で示した押しボタンスイッチの水平断面図である。
【図８】図７と異なる位置で切断した押しボタンスイッチの水平断面図である。
【図９】図１で示した押しボタンスイッチからカバーを消去した平面図である。
【図１０】図９の部分拡大図である。
【図１１】図１で示した押しボタンスイッチの正面断面図である。
【図１２】図１１の部分拡大図である。
【図１３】図１で示した押しボタンスイッチの動作途中を示す全体斜視図である。
【図１４】図１３の正面断面図である。
【図１５】図１で示した押しボタンスイッチの動作後を示す全体斜視図である。
【図１６】図１５の正面断面図である。
【図１７】図１で示した押しボタンスイッチの異なる動作後を示す全体斜視図である。
【図１８】図１７からカバーを消去した部分拡大斜視図である。
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【図１９】図１で示した押しボタンスイッチの別の動作後を示す全体斜視図である。
【図２０】図１９の側面断面図である。
【図２１】図１９からカバーを消去した斜視図である。
【図２２】図２１の部分拡大斜視図である。
【図２３】図１で示した押しボタンスイッチの取付状態を示す斜視図である。
【図２４】図２３の側面断面図である。
【図２５】図２３の正面断面図である。
【図２６】本発明に係る押しボタンスイッチの第２実施形態を示す全体斜視図である。
【図２７】図２６で示した押しボタンスイッチの分解斜視図である。
【図２８】図２６で示した押しボタンスイッチを異なる角度から視た分解斜視図である。
【図２９】図２６で示した押しボタンスイッチからカバーを消去した平面図である。
【図３０】図２６の部分拡大図である。
【図３１】本発明に係る押しボタンスイッチの第３実施形態を示す全体斜視図である。
【図３２】図３１で示した押しボタンスイッチの分解斜視図である。
【図３３】図３１で示した押しボタンスイッチを異なる角度から視た分解斜視図である
【図３４】図３１で示した押しボタンスイッチからカバーを消去した平面図である。
【図３５】図３４の部分拡大図である。
【図３６】前記第１，第２，第３実施形態に係る電磁継電器の開閉動作を示すタイムチャ
ートである。
【図３７】発明に係る押しボタンスイッチの第４実施形態を示す全体斜視図である
【図３８】図３７の正面断面図である。
【図３９】図３７で示した押しボタンスイッチの動作途中を示す全体斜視図である。
【図４０】図３７の正面断面図である。
【図４１】図３７で示した押しボタンスイッチの動作後を示す全体斜視図である。
【図４２】図４１の正面断面図である。
【図４３】図３７で示した押しボタンスイッチの分解斜視図である。
【図４４】図３７で示した押しボタンスイッチを異なる角度から視た分解斜視図である。
【図４５】図３７で示した押しボタンスイッチからカバーを消去した平面図である。
【図４６】図４５の部分拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明に係る押しボタンスイッチの実施形態を図１ないし図４６に基づいて説明する。
　第１実施形態は、図１ないし図２５に示すように、例えば、観音開きのドアを有する冷
凍冷蔵庫に取り付けられる押しボタンスイッチである。前記押しボタンスイッチは、左ド
アだけを閉じた状態、右ドアだけを閉じた状態、左右のドアを同時に閉じた状態、および
、左右のドアを同時に開いた状態という４種類の開閉状態を検出できる。
【００１８】
　前記押しボタンスイッチは、図２および図３に示すように、大略、ベース１０と、共通
固定接点端子３０と、第１，第２可動接点端子４０，５０と、第３可動接点端子６０と、
第１，第２復帰バネ７０，７１と、第１，第２プランジャ８０，９０と、カバー１００と
、で構成されている。
【００１９】
　ベース１０は、平面長方形の箱形状であり、その底面に突設した２つの仕切り壁１１，
１２で３つの第１，第２，第３凹所１３，１４，１５（図４）に仕切ってある。そして、
前記仕切り壁１１，１２には、隣り合う前記第１，第２，第３凹所１３，１４，１５を連
通させるガイド溝１１ａ，１２ａ（図２）がそれぞれ設けられている。
【００２０】
　前記第１凹所１３には、その底面中央に後述する第１復帰バネ７０を支持するための支
持突部１６を向けて突設してある。また、前記第１凹所１３は、その内周面に位置決めリ
ブ１７を設けてある。前記位置決めリブ１７は、後述する第１プランジャ８０が摺動した
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際の摩擦抵抗を小さくするとともに、ガタツキの発生を防止するために設けられている。
　前記第２凹所１４にも、前記第１凹所１３と同様、支持突部１８および位置決めリブ１
７を設けてある。
【００２１】
　前記第３凹所１５は、その底面の対向する隅部のうち、奥側の隅部に設けた一段高い段
部２０（図１１）に４つの端子孔２１ａ，２１ｂ，２１ｃ，２１ｄ（図１０）を並設し、
コネクタ部２２を形成してある。また、前記第３凹所１５は、前記段部２０に対向する内
周面に沿って迫り出し部２３を形成するとともに、位置決めリブ２３ａを上下方向に沿う
ように設けてある。
【００２２】
　また、前記ベース１０は、その開口部の外周縁部に沿って嵌合用段部２４を設けてある
とともに、前記嵌合用段部２４に係合爪部２５を設けてある。また、前記ベース１０は、
短辺側の外側面に弾性爪部２６，２６をそれぞれ設けてある。
【００２３】
　共通固定接点端子３０は、その上辺縁部に沿って固定接点片３１，３２，３３を所定の
ピッチで並設し、前記固定接点片３１，３２，３３の内向面に固定接点３１ａ，３２ａ，
３３ａ（図１０）をそれぞれ設けてある。そして、前記共通固定接点端子３０の端子部３
４を、前記ベース１０の端子孔２１ｃに圧入して固定される。
【００２４】
　第１可動接点端子４０は、略Ｕ字形状に屈曲した可動接触片４１を有し、その自由端部
に可動接点片４２および操作舌片４３を並設し、かつ、一体に回動するように連結してあ
る。また、前記可動接点片４２には可動接点４２ａが設けられている。そして、第１可動
接点端子４０は、その端子部４４を前記ベース１０に設けた端子孔２１ａに圧入して固定
される。
【００２５】
　第２可動接点端子５０は、前記可動接点端子４０との間を仕切る仮想面を中心として鏡
像の関係となるように形成されている。すなわち、両者は右手と左手のように互いに重ね
合わすことができない立体形状を有している。このため、第２可動接点端子５０は、前記
可動接点端子４０と同様に、略Ｕ字形状に屈曲した可動接触片５１を有し、その自由端部
に可動接点片５２および操作舌片５３を並設し、かつ、一体に回動するように連結してあ
る。そして、前記可動接点片５２には可動接点５２ａが設けられている。ついで、第２可
動接点端子５０は、その端子部５４を前記ベース１０に設けた端子孔２１ｄに圧入して固
定される。
【００２６】
　第３可動接点端子６０は、その上辺縁部から略Ｕ字形状に屈曲した可動接触片６１を延
在してある。そして、前記可動接触片６１は、その自由端部から延在した可動接点片６２
の両側に、操作舌片６３，６４をそれぞれ配置し、かつ、一体に回動するように連結され
ている。ついで、前記第３可動接点端子６０は、その端子部６５を前記ベース１０に設け
た端子孔２１ｂに圧入して固定される。
【００２７】
　第１，第２復帰バネ７０，７１は、後述する第１，第２プランジャ８０，９０を元の位
置に復帰させるバネ力を付与するために設けられたものである。そして、前記第１，第２
復帰バネ７０，７１は、前記ベース１０の支持突部１６，１８にそれぞれ挿通して位置決
めされる。
【００２８】
　第１プランジャ８０は、その下端部に前記ベース１０の第１凹所１３内を摺動できる鍔
部８１を設けてあるとともに、その上端部に押圧部８２を設けてある。また、前記第１プ
ランジャ８０は、前記鍔部８１の内向面から略直角に屈曲した操作腕部８３を延在してあ
る。そして、前記操作腕部８３は、その自由端部に操作体８４を一体成形してあるととも
に、その基部にガイド溝８５を設けてある。前記操作体８４は、図２に示すように、正面
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略台形を有し、その片側側面に操作面８４ａを有している。前記操作面８４ａは、前記操
作舌片４３，６３を円滑に操作するためにテーパ面となっている。なお、前記操作面８４
ａは、必ずしもこの形状に限らず、円弧面、例えば、放物線形状であってもよく、必要に
応じて各種の形状から選択できることは勿論である。さらに、前記第１プランジャ８０は
、その底面に収納孔８６を設けてある（図３）。
　そして、第１プランジャ８０の収納孔８６に第１復帰バネ７０を収納することにより、
前記第１プランジャ８０は前記第１復帰バネ７０のバネ力で上方に付勢される。
【００２９】
　第２プランジャ９０は、前記第１プランジャ８０との間を仕切る仮想面を中心として鏡
像の関係となるように形成されている。すなわち、両者は右手と左手のように互いに重ね
合わすことができない立体形状を有している。このため、第２プランジャ９０は、前記第
１プランジャ８０と同様に、その下端部に前記ベース１０の第２凹所１４内を摺動可能な
鍔部９１を設けてあるとともに、その上端部に押圧部９２を設けてある。また、前記第２
プランジャ９０は、前記鍔部９１の内向面から略直角に屈曲した操作腕部９３を延在して
ある。そして、前記操作腕部９３は、その自由端部に操作体９４を一体成形してあるとと
もに、その基部にガイド溝９５を設けてある。前記操作体９４は、図３に示すように、正
面略台形を有し、その片側側面に操作面９４ａを有している。前記操作面９４ａは、前記
操作舌片６４，５３を円滑に操作するためにテーパ面となっている。なお、前記操作面９
４ａは、必ずしもこの形状に限らず、円弧面、例えば、放物線形状であってもよく、必要
に応じて各種の形状から選択できることは勿論である。さらに、前記第２プランジャ９０
は、その底面に収納孔９６を設けてある。
　そして、第２プランジャ９０の収納孔９６に第２復帰バネ７１を収納することにより、
前記第２プランジャ９０は前記第２復帰バネ７１のバネ力で上方に付勢される。
【００３０】
　カバー１００は、前記ベース１０に嵌合可能な平面形状を有する箱形状であり、その上
面に面板１０１を一体成形してあるとともに、一対の環状仕切り壁１０２，１０３で一対
の操作孔１０４，１０５を形成してある。このため、前記カバー１００は、前記環状仕切
り壁１０２，１０３で３つの空間、すなわち、操作孔１０４，１０５および中央凹所１０
６（図３）に仕切られている。
　また、前記カバー１００は、前記環状仕切り壁１０２，１０３の対向する内向面にガイ
ド溝１０２ａ，１０３ａを設けてある。前記ガイド溝１０２ａ，１０３ａは、前記ベース
１０のガイド溝１１ａ，１２ａにそれぞれ連続するものである。そして、前記中央凹所１
０６の隅部に抜け止めリブ１０７，１０７を設けてある。さらに、前記カバー１００は、
長辺側の一方の側面に前記操作孔１０４，１０５に連通する水抜き孔１０８ａ，１０８ｂ
を設けてある。ついで、前記カバー１００は、その下方開口縁部に沿って、前記ベース１
０の係合爪部２５に係合する係合孔１０９を設けてある。
【００３１】
　次に、組立手順について説明する。
　前記ベース１０の端子孔２１ａ，２１ｂ，２１ｃ，２１ｄに、第１可動接点端子４０の
端子部４４，第３可動接点端子６０の端子部６５，共通固定接点端子３０の端子部３４，
第２可動接点端子５０の端子部５４をそれぞれ圧入する。このとき、共通固定接点端子３
０、および、第１，第２，第３可動接点端子４０，５０，６０を前記ベースに１０に組み
付けると、前記可動接触片４１，５１，６１自身のバネ力で、前記可動接点４２ａ，５２
ａ，６２ａが固定接点３１ａ，３２ａ，３３ａにそれぞれ所定の圧力で接触する。
　そして、前記ベース１０の支持突部１６，１８に第１，第２復帰バネ７０，７１を挿通
する。
　一方、前記カバー１００の操作孔１０４，１０５に第１，第２プランジャ８０，９０を
下方側から組み付ける。そして、前記第１，第２プランジャ８０，９０の収納孔８６，９
６内に前記第１，第２復帰バネ７０，７１を収納するように組み付け、前記ベース１０の
係合爪部２５に前記カバー１００の係合孔１０９を係合することにより、組立作業が完了
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する。
　このとき、第１プランジャ８０の操作体８４が、第１可動接点端子４０の操作舌片４３
および第３可動接点端子６０の操作舌片６３を押圧する。また、第２プランジャ９０の操
作体９４が、第２可動接点端子５０の操作舌片５３および第３可動接点端子６０の操作舌
片６４を押圧する。このため、可動接点４２ａが固定接点３１ａから開離し、可動接点５
２ａが固定接点３２ａから開離するとともに、可動接点６２ａが固定接点３３ａから開離
している。
【００３２】
　なお、前記押しボタンスイッチは、図２３ないし図２５に示すように取付板１１０の取
付孔１１１に、前記ベース１０側から挿入することにより、弾性爪部２６が内側に弾性変
形した後、弾性復帰する。そして、前記弾性爪部２６と前記カバー１００の面板１０１と
で、前記取付板１１０の取付孔１１１の開口縁部を挟持することにより、押しボタンスイ
ッチが抜け止めされる。
　特に、本実施形態では、前記取付孔１１１の開口縁部が１段低くなっている。このため
、前記押しボタンスイッチを取り付けても、前記面板１０１と取付板１１０とが面一にな
る。この結果、外部からの衝撃力が前記押しボタンスイッチに作用する可能性が低くなり
、故障しにくいだけでなく、デザインとして美麗になるという利点がある。
【００３３】
　また、前記押しボタンスイッチは、冷蔵庫等に使用された場合であっても、防滴・防食
品汁による短絡および復帰不良を防止するための下記のような防水構造を有している。
　すなわち、第１，第２プランジャ８０，９０を収納した空間と、共通固定接点端子３０
等を収納した空間とは、前記ベース１０の仕切り壁１１，１２と、前記カバー１００の環
状仕切り壁１０２，１０３とで仕切られている。このため、共通固定接点端子３０等を配
置した空間内に外部からの水滴，食品汁等が侵入，付着することを防止できる。
　また、前記共通固定接点端子３０等は、前記ベース１０の底面から一段高い段部２０に
組み付けられている。このため、万一、前記ベース１０の第３凹所１５内に食品汁が浸入
しても、固定接点３１ａ，３２ａ，３３ａに付着しにくい。
　そして、第１，第２プランジャ８０，９０か復帰位置に復帰している場合には、第１，
第２復帰バネのバネ力により、前記操作腕部８３，９３の基部が、前記カバー１００の環
状仕切り壁１０２，１０３の下端部に圧接している。このため、水等の侵入を効果的に防
止できる。
　さらに、前記第１，第２プランジャ８０，９０の押圧部８２，９２の外周縁部が円弧面
であり、前記カバー１００の操作孔１０４，１０５の内周面に線接触している。このため
、水滴，食品汁の侵入を防止できる。特に、前記食品汁が前記押圧部８２，９２と前記操
作孔１０４，１０５との隙間に溜まり、凝固しても、スイッチの開閉操作に伴って前記凝
固状態が破壊され、正常動作するという利点がある。
　ついで、前記カバー１００には操作孔１０４，１０５に連通する水抜き孔１０８ａ，１
０８ｂを設けてある。このため、前記操作孔１０４，１０５に水等が浸入しても、前記水
抜き孔１０８ａ，１０８ｂを介して外部に流出させることができ、水等が内部深くに侵入
することを防止できる。
　また、前記第１，第２プランジャ８０，９０の操作腕部８３，９３は、略Ｌ字形状に屈
曲している。このため、操作孔１０４，１０５内に進入した水は前記操作腕部８３，９３
を伝って内部に侵入することがない。特に、図４および図５に示すように、前記操作腕部
８３，９３の角部８３ａ，９３ａが前記カバー１００のガイド溝１０２ａ，１０３ａにそ
れぞれ嵌合しているので、沿面距離が長くなり、水等がより一層浸入しにくくなるという
利点がある。
【００３４】
　次に、前記押しボタンスイッチの操作方法について説明する。
　まず、操作前の復帰位置に第１，第２プランジャ８０，９０がある場合、図９および図
１０に示すように、第１プランジャ８０の操作体８４の操作面８４ａが、可動接触片４１
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の操作舌片４３と、可動接触片６１の操作舌片６３とを押圧している。また、第２プラン
ジャ９０の操作体９４の操作面９４ａが、第２可動接点端子５０の操作舌片５３と、第３
可動接点端子６０の操作舌片６４を押圧している。このため、可動接点４２ａ，５２ａ，
６２ａは、固定接点３１ａ，３２ａ，３３ａからそれぞれ開離している。
【００３５】
　そして、図１３および図１４に示すように、第１プランジャ８０だけを押し下げると、
操作体８４が下降し、操作面８４ａが操作舌片４３の表面を摺動することにより、前記操
作舌片４３に対する負荷が低減する。このため、可動接触片４１が弾性復帰し、可動接点
４２ａが固定接点３１ａに接触する。要するに、第１プランジャ８０の押し込み方向に対
して垂直方向に可動接触片４１の可動接点４２ａが変位する。
　さらに、図１５および図１６に示すように、前記第１プランジャ８０を押し下げると、
前記操作体８４の操作面８４ａが操作舌片４３から離れ、操作舌片４３への負荷が全くな
くなり、可動接点４２ａが固定接点３１ａに所定の圧力で接触する。
　なお、前記第３可動接点端子６０の可動接触片６１は、その操作舌片６４がプランジャ
９０の操作体９４に位置規制されているので、可動接点６２ａが固定接点３３ａに接触す
ることはない。
　そして。前記第１プランジャ８０に対する押し下げ操作を解除すると、第１復帰バネ７
０のバネ力で前記第１プランジャ８０が押し戻され、元に位置に復帰する。このため、前
記操作体８４が上昇し、操作面８４ａが操作舌片４３を押し戻し、可動接点４２ａが固定
接点３１ａから開離する。
【００３６】
　ついで、図１７および図１８に示すように、第２プランジャ９０だけを押し下げると、
操作体９４が下降し、操作面９４ａが操作舌片５３の表面を摺動することにより、操作舌
片５３に対する負荷が低減する。このため、可動接触片５１が弾性復帰し、可動接点５２
ａが固定接点３２ａに接触する。要するに、第２プランジャ９０の押し込み方向に対して
垂直方向に可動接触片５１の可動接点５２ａが変位する。
　さらに、前記第２プランジャ９０を押し下げると、前記操作体９４の操作面９４ａが操
作舌片５３から離れ、図１８に示すように、前記操作体９４から操作舌片５３への負荷が
全くなくなり、可動接点５２ａが固定接点３２ａに所定の圧力で接触する。
　なお、前記第３可動接点端子６０の可動接触片６１は、その操作舌片６３が第１プラン
ジャ８０の操作体８４に位置規制されているので、可動接点６２ａが固定接点３３ａに接
触することはない。
　そして、前記第２プランジャ９０に対する押し下げ操作を解除すると、第２復帰バネ７
１のバネ力で前記第２プランジャ９０が押し戻され、元に位置に復帰する。このため、前
記操作体９４が上昇し、操作面９４ａが操作舌片５３を押し戻し、可動接点５２ａが固定
接点３２ａから開離する。
【００３７】
　第１，第２プランジャを同時に押し下げると、図１９ないし図２２に示すように、操作
体８４，９４が下降し、操作面８４ａが操作舌片４３，６３の表面を摺動するとともに、
操作面９４ａが操作舌片６４，５３の表面を摺動し、操作舌片４３，６３，６４，５３に
対する負荷が低減する。このため、可動接触片４１，６１，５１が弾性復帰し、可動接点
４２ａ，６２ａ，５２ａが固定接点３１ａ，３３ａ，３２ａにそれぞれ接触する。
　さらに、前記第１，第２プランジャ８０，９０を更に押し下げると、前記操作体８４，
９４の操作面８４ａ，９４ａが操作舌片４３，６３，６４，５３から離れ、操作体８４，
９４から可動接触片４１，６１，５１への負荷が全くなくなり、可動接点４２ａ，６２ａ
，５２ａが固定接点３１ａ，３３ａ，３２ａに所定の圧力でそれぞれ接触する。
　そして、前記第１，第２プランジャ８０，９０に対する押し下げ操作を解除すると、第
１，第２復帰バネ７０，７１のバネ力で前記第１，第２プランジャ８０，９０が押し戻さ
れ、元に位置に復帰する。このため、前記操作体８４，９４が上昇し、操作面８４ａ，９
４ａが操作舌片４３，５３および操作舌片６３，６４をそれぞれ押し戻し、可動接点４２
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ａ，６２ａ，５２ａが固定接点３１ａ，３３ａ，３２ａからそれぞれ開離する。
【００３８】
　第２実施形態は、図２６ないし図３０に示すように、第３可動接点端子６０を組み込ん
でいない点を除き、前述の第１実施形態と同一の基本構造を有している。このため、他は
前述の第１実施形態と同様であるので、同一部分には同一番号を附して説明を省略する。
　なお、本実施形態によれば、第１，第２プランジャ８０，９０を操作するだけで、可動
接点４２ａ，５２ａが固定接点３１ａ，３２ａにそれぞれ接触する押しボタンスイッチが
得られる。
【００３９】
　第３実施形態は、図３１ないし図３５に示すように、第１，第２可動接点端子４０，５
０を組み込んでいない点を除き、前述の第１実施形態と同一の基本構造を有している。こ
のため、他は前述の第１実施形態と同様であるので、同一部分には同一番号を附して説明
を省略する。
　なお、本実施形態によれば、第１，第２プランジャ８０，９０を同時に操作した場合に
のみ、可動接点６２ａが固定接点３３ａに接触する押しボタンスイッチが得られる。
【００４０】
　前述の操作工程を理解しやすくするため、前記押しボタンスイッチを観音開きのドアを
有する冷凍冷蔵庫に適用し、前記観音開きのドアの開閉検知を行った場合についてまとめ
たタイムチャートを図３６に示す。
【００４１】
　第４実施形態は、図３７ないし図４６に示すように、第１プランジャ８０のみを有する
押しボタンスイッチである。
　本実施形態に係る押しボタンスイッチは、図４３および図４４に示すように、大略、ベ
ース１０と、共通固定接点端子３０と、第１可動接点端子４０と、第１復帰バネ７０と、
第１プランジャ８０と、カバー１００と、で構成されている。基本構造は前述の第１実施
形態とほぼ同様であるので、同一部分には同一番号を附して説明を省略する。
【００４２】
　操作前は、図３７および図３８に示すように、第１プランジャ８０は復帰位置にあるの
で、操作体８４が第１可動接点端子４０の操作舌片４３に圧接しており、可動接点４２ａ
が固定接点３１ａから開離している。
【００４３】
　そして、図３９および図４０に示すように、前記第１プランジャ８０を押し下げると、
前記操作体８４が下降し、操作面８４ａか操作舌片４３の表面を摺動し、操作舌片４３に
対する負荷が低減する。このため、可動接触片４１が弾性復帰し、可動接点４２ａが固定
接点３１ａに接触する。
【００４４】
　さらに、前記第１プランジャ８０を押し下げると、図４１および図４２に示すように、
前記操作体８４が下降し、前記操作体８４からの負荷が全くなくなり、可動接点４２ａが
固定接点３１ａに所定の圧力で接触する。
【００４５】
　ついで、前記第１プランジャ８０に対する押し下げ操作を解除すると、第１復帰バネ７
０のバネ力で前記第１プランジャ８０が押し戻され、元に位置に復帰する。このため、前
記操作体８４が上昇し、操作面８４ａが操作舌片４３を押し戻し、可動接点４２ａが固定
接点３１ａから開離する。
【００４６】
　本実施形態によれば、共通部品を必要に応じて選択して組み合わせることにより、出力
タイプが異なる押しボタンスイッチが得られる。このため、多種多様な商品を製造するた
めの部品点数が実質的に少なくなり、部品の在庫管理が容易になるという利点がある。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
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　本発明に係る押しボタンスイッチは、冷凍冷蔵庫に限らず、他の電気機器や建築物のド
アに適用してもよいことは勿論である。
【符号の説明】
【００４８】
　　１０　ベース１０
　　１１，１２　仕切り壁
　　１１a,１２a　ガイド溝
　　１３　第１凹所
　　１４　第２凹所
　　１５　第３凹所
　　１６　支持突部
　　１７　位置決めリブ
　　１８　支持突部
　　２０　段部
　　２１ａ，２１ｂ，２１ｃ，２１ｄ　端子孔
　　２２　コネクタ部
　　２３　迫り出し部
　　３０　共通固定接点端子
　　３１　第１固定接点片
　　３１ａ　第１固定接点
　　３２　第２固定接点片
　　３２ａ　第２固定接点
　　３３　第３固定接点片
　　３３ａ　第１固定接点
　　３４　端子部
　　４０　第１可動接点端子
　　４１　可動接触片
　　４２　可動接点片
　　４２ａ　可動接点
　　４３　操作舌片
　　４４　端子部
　　５０　第２可動接点端子
　　５１　可動接触片
　　５２　可動接点片
　　５２ａ　可動接点
　　５３　操作舌片
　　５４　端子部
　　６０　第３可動接点端子
　　６１　可動接触片
　　６２　可動接点片
　　６２ａ　可動接点
　　６３，６４　操作舌片
　　６４　端子部
　　７０　第１復帰バネ
　　７１　第２復帰バネ
　　８０　第１プランジャ
　　８１　鍔部
　　８２　押圧部
　　８３　操作腕部
　　８４　操作体
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　　８４ａ　操作面
　　８５　ガイド溝
　　８６　収納孔
　　９０　第２プランジャ
　　９１　鍔部
　　９２　押圧部
　　９３　操作腕部
　　９４　操作体
　　９４ａ　操作面
　　９５　ガイド溝
　　９６　収納孔
　　１００　カバー
　　１０１　面板
　　１０２，１０３　環状仕切り壁部
　　１０２ａ，１０３ａ　ガイド溝
　　１０４，１０５　操作孔
　　１０７　抜け止めリブ
　　１０８ａ　水抜き孔
　　１０８ｂ　水抜き孔
　　１１０　取付板
　　１１１　取付孔
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